小学校外国語教育における英語の学びについての考察 : 副教材『Hi,friends!』の構造分析からみる児童の学びやすさについて by 伊藤 摂子 & Ito Setsuko
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
小学校外国語教育における英語の学びについての考
察 : 副教材『Hi,friends!』の構造分析からみる児
童の学びやすさについて
著者 伊藤 摂子
著者（英） Ito Setsuko
雑誌名 武蔵野教育學論集
号 8
ページ 37-47
発行年 2020-03-01
URL http://id.nii.ac.jp/1419/00001291/
-- 37 --
小学校外国語教育における
英語の学びについての考察
ー副教材『Hi,friends!』の構造分析からみる児童の学びやすさについて一
Elementary English Education: Study of Children's Ability to 
Learn through Structure Analysis of the Text 伍，•Frjends/
＊ 
伊藤摂子
ITO Setsuko 
l.はじめに
小学校の外国語活動は 20 1 1年度に高学年対象へ必修化されたが，その小学校外国語活動で
は，扱う英文の詳細は特に学習指導要領においては言及されておらず，指導する際の配慮事項と
して，児童の学習段階を考慮するとしていた。 2008年3月に告示されたその学習指導要領で
は（以降学習指導要領と記述する），必修化対象の各学年 (5, 6年生）の指導として，第 5
学年における活動では．「外国語を初めて学習することに配慮し，児童に身近で基本的な表現を
使いながら，外国語に慣れ親しむ活動や児童の日常生活や学校生活にかかわる活動を中心に，友
達とのかかわりを大切にした体験的なコミュニケーション活動を行うようにすること」としてい
る。また第6学年における活動として「第 5学年の学習を基礎として，友達とのかかわりを大切
にしながら，児童の日常生活や学校生活に加え，国際理解にかかわる交流等を含んだ体験的なコ
ミュニケーション活動を行うようにすること」と示している。その他，コミュニケーションの場
面やその働きについてはその例を示しており，その働きの例として，（ア）相手との関係を円滑
にする，（イ）気持ちを伝える，（ウ）事実を伝える，（エ）考えや意図を伝える，（オ）相手の行
動を促す， というようなことが示されている。このように，これまでの学習指導要領では外国語
活動で扱う英文についてその詳細が明記されておらず，配慮事項として上記のようなものが記載
されているのみであった。しかし， 2020年度から施行される新学習指導要領（以降，近生翌
指導要領と記述する）では文構造や言語の働きなどについての指導が盛り込まれ，英文について
もどのようなものを扱うのか記載されることになった。
この新学習指導要領では，これまで「聞く」，「話す」の 2技能で進めてきた外国語活動を，中
学年の 3, 4年生では基本的にそのまま音声中心の指導をし，高学年の 5, 6年生では 4技能を
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扱うことになった。この高学年の目標の中に，「（l）外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，
言語の働きなどについて， 日本語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，
読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。」と示されており、文
構造、知識の理解、読むこと、書くことなどが記載され，これまでの学習指導要領とは異なって
いることがわかる。さらに新学習指導要領では，教科化される高学年について，「内容（ 1)エ
文及び文構造」の中で（ア）文の項目，（イ）の文構造について，その指導内容が具体的に記載され，
下記の表 lのように示された。この表に記載されているように，「文」についての代名詞は一人
称の “I’'，二人称の “you"の他に，三人称の “he"や “she"を扱うとされており，これまでの
小学校外国語活動では特に明確には取り上げられてこなかった。実際に本研究の分析対象として
使用した文部科学省が配布した副教材『Hi,friends!l』(5年生用）， 「Hi,friends!2」(6年生用）の語
彙分析をした際にも，この三人称の“he'’や“she’'は教師用指導書の音声指導部には出てきていない。
また「文」の動名詞や過去形についても同様に，副教材『Hi,friends!l』,rHi,friends!2.Iの指導
書では扱われていなかった。また文構造を取り上げるということについても，この新学習指導要
領で初めて組み込まれており，これまでの小学校外国語活動では文構造や文法に関わるような指
導については全く触れてこなかった。一方これまでの学習指導要領では，第3指導計画の作成と
内容の取扱いの中の (3) に，「第 2の内容のうち，主として言語や文化に関する 2の内容の指
導については，主としてコミュニケーションに関する 1の内容との関連を図るようにすること。
その際言語や文化については体験的な理解を図ることとし，指導内容が必要以上に細部にわたっ
たり，形式的になったりしないようにすること」と記載されており，具体的に示されているとい
うことではなかった。そのため，文法や文構造を扱うことが，学習指導要領に示されていた「細
部にわたったり，形式的になったり」という部分に該当するのではないかというとらえ方をする
教員もおり，文や文構造を明確に指導することは積極的にはされてこなかった。
表 l
工文及び文構造
次に示す事項について，日本語と英語の語順の違い等に気付かせるとともに基本的な表現として，
意味のある文脈でのコミュニケーションの中で繰り返し触れることを通して活用すること。
（ア）文
a 単文
b 肯定，否定の平叙文
c 肯定，否定の命令文
d 疑問文のうち， be動詞で始まるものや助動詞 (can,doなど）で始まるもの，疑問詞 (who,
what, when, where, why, how)で始まるもの
e 代名詞のうち， I,you, he, sheなどの基本的なものを含むもの
f 動名詞や過去形のうち，活用頻度の高い基本的なものを含むもの
（イ） 文構造
a ［主語＋動詞］
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b ［主語＋動詞＋補語］のうち，
主語十 be動詞十名詞／代名詞／形容詞
C ［主語＋動詞＋目的語］のうち，
主語＋動詞十名詞／代名詞
※文部科学省小学校学習指導要領（平成 29年 3月告示）より
新学習指導要領は 20 2 0年度より完全実施となるが，その前の移行期間，文部科学省はこの
新学習指導要領に沿った新しい教材を 20 1 8年度より希望する小学校に配布した。この教材は
小学校 3年生から 6年生まであり， 3年生には 「Let'sTry! 1」,4年生には 「Let'sTry! 2」,
5年生用に rweCan! 1』, 6年生用として『WeCan! 2』がそれぞれ作成され，その使用方法と
指導例がウェブ上に掲載されている。それ以前の外国語活動では多くの小学校が副教材 IHi,
friends!U, 『Hi,friends!2』を使用しており，そこで扱われている指導法，指導内容，言語材料が
活動の基本的な構成要素となっている。今後新学習指導要領の下，英語指導をするにあたり，児
童にとっての学びやすさとはどういうものなのか，本論文ではこれまで使用されてきた副教材
「Hi,friends!』の構造分析から英語の扱われ方と児童の学びやすさについての考察をし，新学習指
導要領での指導も含め，英語の指導についての提案を行う。
2.学習指導要領における英文と文法の扱い
第 1章で述べたようにこれまでの小学校学習指導要領では特に文や文構造についての言及は
なく，身近な場面を題材とした英文を中心に扱っている。このような場面を題材として単元ごと
に活動を設定して指導を進めていくことは，場面シラバスと言われる指導方法の一つであり，児
童にとっては親しみやすく，また導入する際に児童の体験を活用することができるという利点が
ある。この場面シラバスを使用した『Hi,friends!l』,『Hi,friends!2』の各テキストでは，単元毎
にその単元で扱う中心的な英文があり，その英文を中心に名詞（目的語等）を変えていくことで
活動を進めている。各単元にはタイトルがあり，そのタイトルが多くの場合中心的な英文として
示されている。表2は『Hi,friends!l』,『Hi,friends!2』それぞれの，各単元のタイトル英文である。
表2 『Hi,friends!l』, rm, friends!2Jそれぞれの，各単元のタイトル英文
Hi, friends! I Hi, friends! 2 
Lesson 1 Hello! Do you have "a"? 
Lesson 2 I'm happy. When is your birthday? 
Lesson 3 How many? I can swim. 
Lesson 4 I like apples. Turn right. 
Lesson 5 What do you like? Let's go to Italy. 
Lesson 6 What do you want? What time do you get up? 
Lesson 7 What's this? We are good friends 
Lesson 8 I study Japanese What do you want to be? 
Lesson 9 What would you like? 
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これら中心的な英文は小学校外国語活動の中で，多くの場合，以下の様な形で活用し授業を進
めていくことが多い。
・文法を直接扱わない
•中心的な英文をメインに利用した活動をおこなう
. 1つの単元は 2~5時間程度ですすめる
・単元の中で中心的な英文を繰り返し使用する
・意味やルールは，英語を使用しながら児童が考える（文法の解説は行わない）
各単元の中心的な英文は異なる場合が多く，これまでの学習指導要領下における週に 1時間程
度の英語学習時間の中で，およそ lヶ月程度で単元を学習する。しかし単元によって中心英文が
異なり，既習内容があまりうまく活用されていない状況では児窟の英語学習の素地を育てていけ
るのか， という不安がある。またこれまでの小学校外国語活動では文法に関しては基本的に取り
上げず，新学習指導要領においても，「文構造と語順」という捉え方をしており，「文法」の指導
を明確に示してはいない。これまでの小学校の外国語活動では「文法」はもちろん明確に扱って
はいないが，英語学習という視点から見ると，表 2のように単元で英文が異なり，その英文が文
法という観点から見ても単元間のつながりが薄く，学習目標となる内容が異なるものである場合，
「活動する」という観点では楽しく体験できるとしても「英語を学ぶ」という観点から，児童にとっ
ての学びというものが育っていくのかという疑問が上がる。
これまでの学習指導要領では 1でも述べたが，「（3)第 2の内容のうち，主として言語や文化
に関する 2の内容の指導については，主としてコミュニケーションに関する 1の内容との関連を
図るようにすること。その際言語や文化については体験的な理解を図ることとし，指導内容が
必要以上に細部にわたったり，形式的になったりしないようにすること。」と示されている。こ
の文の中に示されている『必要以上に細部にわたったり，形式的になったりしないようにするこ
と』について，学習指導要領の解説の中では以下のように説明されている。「なお，『必要以上に
細部にわたったり，形式的になったりしないようにすること』とは，例えば，単語を複数形にし
たり，冠詞を付けたりすることなどを強調したり，知識として理解させたりすること，また，機
械的に語旬や文を暗記させたりすることなどで，児童の自己表現したいという気持ちやコミュニ
ケーションを図ることへの興味を失わせることのないように留意して指導する必要があることを
示している」とある。このことから文法に関する指導について，中学校以降で指導されている「知
識」としてのまなびではなく，目標にもある「体験的に」英語に触れることで「慣れる」，「気づく」
ということが児童の学びの中心であることがわかる。また解説の中にある「知識として理解させ
たりすること，また，機械的に語句や文を暗記させたりすることなどで，…興味を失わせること
のないように」とあり，理解させることが暗に自己表現したいという気持ちを失ってしまうとい
う見方をしていることがわかる。しかし新学習指導要領では小学校高学年から教科化される外国
語科の冒頭にある目標の中で，「（ 1)外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きな
どについて， 日本語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，
害くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと書くことによる実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。」とされている。また 2内容では文・
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文構造の指導内容に付いて明記され，肯定，否定の平叙文，命令文，疑問詞で始まる英文，一部
の過去形の扱い，文構造について扱うように記載されており，文構造の知識と理解，語順への意
識が示され，これまでの体験する英語から理解をする英語が求められることになった。この英語
の学びに関しては，これまでは聞く，真似をするといった英語指導が中心であり，可能な限り多
くの英語に触れ，児童が英語に親しむようにすることが英語指導の中心であったが，一方で「理
解する」ということに関しては指導の中で求められてこなかったこともあり，児童は内容や意味
を十分に理解しないまま外国語活動が行われてきた実態がある。新学習指導要領ではこの「理
解する」ための指導が求められるようになり，副教材やこれから使用される検定教科書のような
指導テキストが，指導者にとって指導しやすい，児童にとって理解できる，そのようなテキスト
が必要となる。そこでこれまでの学習指導要領に沿った副教材『Hi,friends!l』, 「Hi,friends!2」
を分析し，教材がどのような構造となっているのかを分析し，学びやすさについての考察をおこ
なう。
3.副教材『Hi,friends! l』,『Hi,friends!2』の構造分析
これまで述べてきたように，小学校外国語活動における英語の学びは音声が中心であった。 2
020年度からの新学習指導要領においては，「文」や「文構造」の学びが示されてはいるが，「文法」
については触れられていない。しかし英語の学びという観点から考えると，英文にはルールがあ
り，「文構造」はそのルールの一部と考えることもできる。児童が「文構造」を理解し，英語に
対しこれまでより深い学びが求められる中，指導で用いられる教材においても，「文」や「文構造」
を理解するためには，それら教材の構造がどのようになっているのかを理解し，実際に指導する
際にその利用方法について考える必要がある。第 3章ではこれまで使用されてきた副教材 「Hi,
friends!U,『Hi,friends!2』の構造分析を行い，これらテキストについての分析を行った。
今回の分析では，文法項Hからの構造分析を行っているが、これはすでに述べたように，「文
構造」の学びに関して，英文のルールとの関りがあると考え，またルールを理解することで，英
語を理解することが容易になると考えたからである。例えば”Ilike apples."の文構造を理解す
ることができた場合，動詞'’like"の部分に別の動詞を置く，あるいば'I"の位置に”You"を置き，
主語が「私（は）」から「あなた（は）」と英文を構成することができるというような文構造も
含めた気づきである。分析では， 2冊の副教材の各単元で扱われている英文，英単語を学びの要
素としてデータ化し，それらを用いて各単元の学びの要素が他の単元とどのように関わりあって
いるのかの構造分析を行った。この分析については，今井 (20 1 7)がISM教材構造化法を
用いての分析を行い，さらなる分析を，教育工学を専門とする大学院生に共同研究者としてその
分析実施を依頼し，以下の様な結果が得られた。（注 1)
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資料3 構造分析チャート園（全体）
資料 3は構造分析のチャートの全体図である。実際に分析をしたところ，チャート上では横に
広がる形となったため，こちらの資料は全体の概要として示し，資料4に項Hが集中している
部を抜粋した参考資料を示す。このチャート図では，下の列が学習の基本要素となり，上に行く
につれて学びが深く（難易度が上がる）なるように表示される。また各項目には番号が記されて
いるが，それらは副教材『Hi,friends!l』,rHi,friends!2」のテキスト番号，単元番号，課題番号であり，
縦に項目が並んでいるところは学びが積み重なっている状態となる。積み重ねがあるところと，
蒋いところ，離れているところがあり，矢印は下から上または横に向かっている。積み重ねがあ
る部分は，その要素の学習が多く扱われており，積みあがっている状態である。一方積み重ねが
薄いところは，その要素の扱われている回数自体が少なく，また離れているところは学びの要素
が異なり，他の要素との学びの関係が薄いところである。
資料4 構造分析チャート園（抜粋）
一
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この rHi,friends!l」,rHi,friends!2」の使用方法であるが，副教材ということもあり使用方法，
使用頻度等は各小学校の判断にゆだねられている。教材の一部のみを使用する小学校や，全体を
使用する学校，使用しても順番を入れ替えている学校もあるが，特に研究指定校等でない場合や
独自の外国語活動マニュアルがない自治体などは，この教材の単元順通りに指導を行っていると
ころが多い。そのため，この教材の単元順通りに外国語活動で英語指導を実施した場合，一例と
して挙げると，まず5年生のレッスン 4において “Ilike apples."の英文を中心として学習を行い，
“Ilike~．”の英文について否定文や疑間文とともに学ぶ。その後レッスン 5で”Whatdo you 
like?"を，レッスン 6で “Whatdo you want?"を中心とした英文を用いて英語に親しむような
形となっている。その後 5年生のレッスン 8において “Istudy Japanese."の英文を中心として
活動を行う。このため，構造分析をすると資料4のように，一般動詞の学びという点から， “I
like-."の上位に “Istudy~.’'が位置付けられる。また 5年生の疑問詞 “what"を用いたレッスン 5,
6が，まっすぐ上に伸びず，矢印が左側に少し斜めに伸びているのは疑問詞を用いた形の英文，
という理由からである。また学びの要素としては「肯定文→否定文・疑問文→疑問詞 whatを用
いた疑問文」という課題順としたため，疑問詞を用いた英文は肯定文 “Ilike apples."よりも上
位の位置で示されている。このように構造分析を行うと各単元，課題の関係が見えてくるが，資
料4の抜粋図をみると，学びの要素に塊があること，学びの要素の扱われるバランスに偏りがあ
ることがわかる。すべてが綺麗に縦の列に並んでいるわけではなく，いくつかの塊が分散してい
ることから，文法項Hについての学びがアラカルト形式でランダムに取り組んでいる傾向が見て
取れる。とくに資料 3の全体図を見るとその傾向がよりはっきりと見て取れる。縦の積み重ねが
集中的に集まっているところは単元での学習が重なり、学びが積み上げられていたり、学習が繰
り返されているということである。しかしそれはある箇所に集中しており，全体的に見て横への
広がりが大きいことから 1度しか取り上げられない課題や数度しか取り上げられない課題，また
それらが他の課題と学びの上でつながっていない， ということが見て取れる。つまり学びがそれ
ぞれ独立して積み重なった学習ではないということであり，積み重なっている部分に関してはあ
る学習のみが集中して繰り返されている， ということである。資料3, 4の中にある矢印は各課
題がどのようにつながっているのかを示すものであるが，矢印が全くついていない課題もあり，
学びのつながりという観点からも，そのつながりが全くないということになる。
この偏りについて今井 (2017)は，全体的に①アルファベット，②一般動詞，③be動詞，と
いう 3つの大まかなグループ化があり，しかしながら互いの関係性が希薄となっている， と述べ
ている。また，各単元の学習課題が順番になっておらず，単元の内容の配列を見ると Lesson4→
Lesson 6→Lesson5というような配列が見られ，また単元の階層の上下逆転現象がみられるとし，
分析結果から，文法の学びとしての順番について，テキストの単元順に活動を進めていくと，前
後の学習内容が生かされていないと述べている。構造分析の結果から例として， レッスン 6の学
びの要素の後にレッスン 5の要素が入っている，新しい動詞が急に扱われる， ’’howmany~"の
単元が独立してしまい英文や動詞等の関わり学習が見られない， という点についても考察した結
果として示している。
このことから，『Hi,friends!l』,『Hi,friends!2』の教材は文法の観点からは学びやすいテキスト
と見ることは難しい。しかし学習指導要領を考えると，これら副教材は，その学習指導要領のH
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的に沿って作成されており，前章までに述べてきたように，文法の学びや英文の学びやすさ等を
指導のH的としていないため，この文法要素は学びの H的として含まれておらず， 2章で示した
ように，文法の扱いについては特に指導に関して取り上げる，あるいは指導の際の検討事項とは
されていなかった。英語に慣れ親しむことを最大の目的としているこれら副教材 rHi,friends!l」,
rHi. friends!2」において，このような文法のつながりが希薄であるという分析結果は，学習指導
要領に記載されている学びの目的を考えると当然の結果であると考えられる。
4.児童の学びやすさとは
これまでば慎れ親しむ・体験するということから，文構造も含む文法は取り上げない，または
直接的に文法項目を取り上げる明示的指導ではなく，児童の気づきを中心とした暗示的指導で英
文についての指導は特に実施していないところが多かった。この文法習得について白畑 (20 1 
6)は教室場面での指尊に関して 4技能のバランスについて指摘している。様々な先行研究から
教室場而での指導は「有効」であり，この「有効」とは，文法の指導を取り入れながらも 4技能
の能力をバランスよく発達させコミュニケーション能力を身につけさせる指導， と示している。
また白畑は「特に教室で外国語として第二言語を学習する場合，母語獲得の状況と異なり，無意
識的に言語規則を習得できるほど大量のインプットは得られない」とも述べており，明示的にルー
ルを提示していく方が，理解を促しやすいということを示している。白畑の研究は小学生の児童
を対象としたものではないが，文法指導の導入についての一つの見解として，今後の小学校にお
ける文構造についての指導を行う際の検討すべき事項としての示唆と考える。これは今後の小学
校外国語科において， 4技能による「実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技
能を身に付ける」と示されている新学習指導要領の趣旨と沿うものであることから，今後小学校
外国語教育の中で，児童がどのように文構造を学ぶのかの研究を進めていく必要があると考える。
また村野井 (20 0 6) は「単純な言語規則に関しては明示的知識が習得を促すことがいくつか
の研究で報告されている」とし，今後の小学校外国語教育においても，特に初期学習である単純
な言語規則を中心としている文構造についての指導に関して，明示的な指導も取り入れていくと
いう指導方法を考えていく必要があると考える。
これら「文」，「文構造」の指導が新しく示された新学習指導要領では，それらを理解していく
ことが指導内容に明記されていることから、高学年の新しい指導内容を児童が理解していくため
には，これまでのような体験的な学習だけでは不十分であり，わかりやすい解説や活動方法等，
児童の理解を促すような指導が必要となる。その際に使用される教材であるが，これまで使用さ
れてきた 「Hi,friends!l』,『Hi,friends!2.lの構造分析結果では，単元間のつながりの希薄性や学
習間隔が空いてしまっていることについても示されていることから，これまでのトピックを中心
として様々な場面における様々な英文をバラバラに体験させる指導から，文や文構造についても
着目をし，学びやすい塊を意識して単元やトピックを構築していくことも，学びやすさの観点か
ら検討をしていく必要があるのではないかと考えられる。このような文法の学びを考えて作られ
たテキストは文法シラバステキストと呼ばれているが，この文法シラバステキストは小学校外国
語活動では文法を扱ってこなかったことから特に意図的な導入はされてこなかった。しかし新学
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習指導要領における学びの目標から，今後は文や文構造の学びやすさについても考える必要があ
る。米田 (20 0 6) は小学校外国語活動における文法シラバステキストの使用理由と方法につ
いて以下の 3点についてその優位性について述べている。
・文法言語構造を難易度の低いものから徐々に難しいものにしていくことができる
・言語学習上の負担が少ない
・教師も言語の「積み上げ」をしやすい
しかし，小学校の外国語活動では意味のあるコミュニケーション活動を推奨しており，文法シ
ラバステキストではその点について不安があるとされているが，この対処法として，「有意味な
コミュニケーションの欠如についてはターゲット文を使用し，コミュニカティブなアクテイビ
ティにより補う」とし，文法シラバステキストであっても有意味なコミュニケーション活動は可
能であるとしている。
これまで述べてきたことをまとめると，新学習指導要領の日標にある「外国語の音声や文字，
語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて， 日本語と外国語との違いに気付き，これらの知
識を理解するとともに，読むこと書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと書
くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにす
る」という指導を進めていくためには，知識とそれらの理解が不可欠となり，あわせて「文」や「文
構造」を理解することも求められる。高学年では基礎的な技能を身に付けるとされていることか
ら，今後はその技能を身に付け，中学年の素地を育てることと合わせて，児童のための学びやす
い教材，そして指導者のための指導しやすい教材が必要となる。今後の課題は．学びやすさや理
解しやすい学びを考え，アラカルト的な英文を中心とした単元ベースの活動から，コミュニカティ
ブな活動を中心とした，英文の並び，構造シラバス，文法シラバスを考慮した混在型の指樽につ
いても検討が必要なのではないかと考える。そこでこの「Hi,friends!l』,『Hi,friends!2』を教材
例として， どのように外国語教育を進めていくと児童にとって学びやすい外国語の授業となるの
かを考える。
1つ日の提案例として，文法の学びが近い英文を扱っている単元同士をつなげていく， という
ものである。方法として， 1)単元におけるターゲット文，扱う英文法の確認をし． 2)学びやすさ，
気づきやすさ．児童の学びの負担を考慮した，単元の並び替えをおこなう。その際3) コミュニ
カティブな活動，児童の意味のある活動，主体的な活動等の活動方法をとりいれ，無意味な活動
にならないように留意する，というものである。これまでの外国語活動における活動方法，指導
方法アクテイビティーや歌を取り入れることについては特に変更する，ということではな<,
中心として扱う英文の近さを考慮し，児童が文構造に気づきやすいようにシラバスを作成する．
というものである。
2つの且の提案例として，単元をたんに並び替える， というだけではなく，文構造の気づきの
指導を実際に取り入れる，ということである。例えば． “Whatdo you want?’'と “Whatdo you 
like?’'は動詞 “want"と “like’'が違っているが，文の形としては近いものである。この英文は
これまでの小学校外国語活動において塊で指導していた小学校も多くあり，その際児童はこの 2
つの英文は全く異なるもの， と認識していた。日本語を例にすると，「しんかんせん」と「しん
ぶんし」のように，冒頭に似た（同じ）音はあっても，それは音が同じであるのみで，まった＜
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別の英語の塊という認識を持っていたということである。この状態では文構造の理解以前の，言
葉 1つ 1つの意味も理解していない， ということになる。 be動詞や不定冠詞のような学習内容が
容易ではないものについて深く理解するということは難しいことであっても， “what"が「何？」
という意味を持っている，あるいはそのようなニュアンスを持っている言葉である， という理解
は今後の外国語教育では必要な指導となっていく。比較することで児童なりにルールや構造を理
解することも可能となり，これまでの英語をたくさん聞かせ，活動を行うというだけではない，
文構造の理解という目標を持った活動を進めていく必要がある。またその他にも， “Iwant a 
pen." と “Ihave a pen." を比べてみるなど，今後の検討は必要であるが，英文の比較や児童が
自ら考えようとする，児童が気づきやすいような指導の検討や楽しみながら学べる活動や指導に
ついて検討していく必要がある。
本研究での分析対象とした教材『Hi,friends!l』,『Hi,friends!2』はこれまでの学習指導要領の
内容を基に作成されたものである。 20 2 0年度から完全実施される新学習指導要領における外
国語教育では移行期間から上記教材と合わせて，新教材『LeおTry!1』,『LeおTry!2』,rweCan!l」,
rwe Can!2』が使用されている。今後は新学習指導要領に沿って作成された小学校 3, 4年生対象
の副教材『LetsTry! 1』,『LetsTry! 2.l,5, 6年生対象の rweCan!l」,『WeCan!2』の分析を行い，
これからの小学校外国語教育における指導とカリキュラムについて指導者である小学校教貝の指
導のしやすさや，児童の英語の学びについての研究を進めていく。
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